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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2024年７月11日に公表いたしました2025年２月期（2024年３月１日～2025年２月28日）の通

期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025年２月期 連結業績予想数値の修正（2024年３月１日～2025年２月28日） 

 売 上 高 営 業 損 益 経 常 損 益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純損益 

１株当たり 

当期純損益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

62,000 

百万円 

8,200 

百万円 

8,300 

百万円 

5,500 

円 銭 

131.43 

今回修正予想（Ｂ） 59,000 5,900 5,700 4,000 95.56 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,000 △2,300 △2,600 △1,500 － 

増 減 率（ ％ ） △4.8 △28.0 △31.3 △27.3 － 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（2 0 2 4 年２月期） 
36,545 4,607 4,517 6,975 166.78 

 

２．通期連結業績予想の修正および公表の理由 

2024年７月11日に公表した業績予想は、当社グループの主力事業である貸会議室事業における需要の回復

やホテル・宿泊研修事業におけるインバウンド需要の取り込みを見込み、更に2024年６月20日もってリリカ

ラ株式会社（証券コード：9827、東京証券取引所スタンダード市場）を連結子会社化したことによる影響や、

2024年６月24日をもって株式会社ノバレーゼ（証券コード：9160、東京証券取引所スタンダード市場）を持

分法適用会社化したことによる影響を織り込んで作成いたしました。 

そうしたなか、売上高につきましては、前年より貸会議室事業の需要は着実に回復してきているものの業績

予想よりも下ぶれてしまったことや、リリカラ事業における販売量の低下や一部売上高の期ずれが発生したこ

となどにより修正しております。また、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純損益は売上高の減

少に合わせて修正いたしました。 

2024年７月11日の公表時点で精査中としておりました2026年２月期の計画数値につきましては、引き続

き精査を進めおります。数値が明らかになり次第、速やかに開示いたします。 
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（注）本資料に記載されている業績予想につきましては、当社が現時点で入手している情報および合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ

ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


